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企業倫理行動規範 
 

—  会社方針の説明 — 
 
 

インテグリティ（倫理的・道徳的行動）、 
正直さ、責任を持って業務を遂行するために 

 
 
 
 
 
 
 

スカイワークスは、規範への違反を善意で報告する者に 
報復をしません。また、報告者への報復を一切容認しません。 
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注意： 本規範および規範に記載されている事項は、雇用契約を成すものではなく、会社規程を継続
することを保証するものでもありません。 会社は、随時事前の通知なしで本規範および規範の内容
を変更、補完、または停止する権利を留保します。
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CEO からのメッセージ： 
当社のコンプライアンス風土について 
 
“スカイワークスは、適用される法律、規則、

規制の遵守ならびに企業倫理・行動規範の最
高水準を維持、醸成できる企業風土づくりに

努めています。スカイワークスの根底にある

気質、それは日々誠実さ、正直さ、プロ意識

をもって業務を遂行することです。皆さんは

従業員として、コンプライアンス風土の向上

に寄与し、本規範を把握、理解、実践するこ
とが求められています。 

 

また、本規範やスカイワークスに適用される

法律、規則、規制に対する違反を把握した場

合、または違反が疑われる場合は報告する義
務があります。このような違反を告発、報告

することは背信行為ではなく、むしろスカイ

ワークスとその従業員の信用とインテグリテ

ィを守るための努力と捉えられます。スカイ

ワークスは、不正行為の疑惑を誠実に開示し

た者に対するいかなる報復も明確に禁止して
おり、違反が疑われる場合は匿名で報告する

ことができます。 

 

スカイワークスとその成功のカギとなるコン

プラアンスへの取り組みに貢献にいただき、

感謝します。”   
 
-Liam Griffin  
 

 
適用範囲 
 
本規範は、スカイワークスの取締役、役員、
従業員に適用されます。 また、スカイワーク
スの業務に携わる独立請負業者、コンサルタ
ント、ビジネスパートナーに対しても、本規
範の原則に従うことが求められます。 便宜
上、本規範の対象となるすべての人を「従業
員」と呼びます。 
 
 
 
 
行動基準 
 
概要 
 
本規範は、スカイワークスが容認する倫理的
な業務遂行に関する全般的な原則について説
明しています。従業員は、常に常識を働か
せ、良識ある判断、思慮分別をもって行動す
る必要があります。 
 
倫理的な判断を下す際の基準 
日々の業務の中で、本規範に記載されていな
い困難な意思決定に迫られたときは、自分が
とろうとしている行動について次のように自
問してください。 
 合法だろうか？ 
 スカイワークスの各種ポリシーに準拠

しているだろうか？ 
 正直さ、インテグリティというスカイ

ワークスの価値観と合致しているだろ
うか？ 

 スカイワークスの利益にとって最善だ
ろうか？ 
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 自分の行為が新聞の一面に実名入りで
報じられても落ち着いていられるだろ
うか？ 

 
上記質問の答えが「はい」の場合は、恐らく
問題ありません。 
 
上記質問の答えが「いいえ」の場合、状況に
対して不安な場合、または上記質問の答えに
確信が持てない場合は、直属の上司、スカイ
ワークスのコンプライアンス責任者(本規範 5 
ページ「実施体制」を参照）または法務部門
の担当者にご相談ください。 
 
利益相反 
 
自分の職務外で、合法的な金融や事業などの
活動に従事することがあるかもしれません。
こうした活動を行う際は、スカイワークスで
の職責と実際のまたは明らかな利益相反が生
じないようにする必要があります。 利益相反
は、個人的な活動がスカイワークスの利益を
阻害したり、スカイワークスの最善の利益の
ために行うべき行動が困難になったりする際
に生じる可能性があります。 また利益相反
は、スカイワークスでの職務上不適切な便宜
を個人的に受けとるとき、あるいは相手に供
与または供与の申出をするときにも発生しま
す。 
 
スカイワークスでの職務および責任に対し
て、実際のまたは明らかな利益相反が生じる
可能性のある関係は避けるべきです。さら
に、客観的かつスカイワークスの最善の利益
を優先して業務が行えるかどうかに懐疑的に

なるような状況があれば、スカイワークスに
開示しなければなりません。 
 
開示義務がある利益相反の可能性についての
例を以下に示します。 
 
 スカイワークスの競合他社、顧客、サ

プライヤでの兼業を受入れること 
 
 スカイワークスの競合他社、顧客、サ

プライヤの取締役会（または諮問委員
会）の一員になること 

 
 自分または家族の一員が重大な利害関

係を持つ別法人を相手に、スカイワー
クスとの業務取引を行うこと 

 
 スカイワークスの競合他社、顧客、サ

プライヤである企業との間に、重大な
利害関係を有すること 

 
 スカイワークスの競合他社、顧客、サ

プライヤである企業に対し、独立コン
サルタントとして業務を行うこと 

 
 スカイワークスの競合他社、顧客、サ

プライヤである企業から融資や個人債
務の保証を受けたり、金融取引を行っ
たりすること  

 
 家族の一員または重要な個人的関係が

ある者と直接の指示報告関係があるこ
と 

 
 スカイワークスと取引を行う、または

行う可能性のある個人や法人に対し
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て、わずかな価値のもの以上の贈答
品、割引販売または何らかの報酬を授
受すること。わずかな価値を超えると
見なされるのは、下記のような場合で
す。（ⅰ）一般的な商慣行において、
合理的かつ通例とされる額を超える場
合 （ⅱ）（全部または一部が）現金
である場合 （ⅲ）（明示または黙示
を問わず）義務または期待が付帯して
いる場合 （ⅳ）経営上の意思決定に
影響を与える、または影響を与えると
見なされる可能性がある場合 

 
 
倫理上の疑問： 
サプライヤから休暇旅行のような不適切な招
待を受けたときはどうすべきでしょうか？ 
 
回答： 
招待者に対し、そのような贈答品の受け取り
はスカイワークスの規程に違反することを伝
えてください。スカイワークスは不正と受け
取られる行為を避けたい意向である、という
言い方でも構いません。 
 
 
潜在的、実際の、または明らかな利益相反が
ある場合、従業員はスカイワークスのコンプ
ライアンス責任者に連絡するか、“内部告発”
システムを介して報告する義務があります
（本規範 5ページ「実施体制」を参照）。 
 
スカイワークスと取引関係がある、スカイワ
ークスと競合している、または将来そうなり
得る外部の事業者あるいは法人において、執
行役員や取締役（または諮問委員会の一員）
の地位を引き受けるときは、事前に書面によ

る承認を受けなければなりません。 さらに、
スカイワークスと取引関係がある、あるいは
スカイワークスから資金など何らかの支援を
得ることを期待（または希望）する非営利団
体の理事職を引き受けるときも、事前に書面
による承認を得る必要があります。従業員が
スカイワークスの取締役会の一員でも執行役
員でもない場合は、この承認をコンプライア
ンス責任者から得なければなりません。一
方、取締役会の一員または執行役員である場
合、この承認は取締役会から得る必要があり
ます。 
 
スカイワークス以外での雇用、コンサルタン
ト業、その他類似の活動を引き受けたり、従
事したりする場合も上司に報告する必要があ
ります。 
 
 
 
倫理上の疑問： 
副業として、自分が個人の時間を割いて開発
した製品を販売してもいいですか？ 
 
回答： 
利益相反が起きる可能性があります。たとえ
ば、その製品がスカイワークスの製品と競合
するとき、その製品がスカイワークスの事業
の一部に関連するとき、またはその副業がス
カイワークスでの業務遂行能力を妨げるとき
などです。利益相反の発生を確実に防止する
ために、計画を上司またはスカイワークスの
コンプライアンス責任者に開示すべきです。 
 
 
会社の事業機会・利益の確保 
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従業員は常に、スカイワークスの合法的な事
業利益の追求に従事する義務を負っていま
す。 その結果、以下の行為は禁止されていま
す。 
 
 スカイワークスの財産、リソース、情

報または地位を利用して得た事業機会
を、スカイワークスに提供することな
く、自分または第三者のために利用す
ること 

 
 個人的な利得のためにスカイワークス

の財産、リソース、情報または地位を
利用すること 

 
 何らかの形でスカイワークスと競合す

ること 
 
スカイワークスが関心を持つ可能性のある事
業機会については、従業員は自己のために追
求する前に、その内容を上司とスカイワーク
スのコンプライアンス責任者に全面的に開示
し、スカイワークスがその事業機会に関心が
あるかを判断しなければなりません。スカイ
ワークスが書面でその機会を追求する権利を
放棄した場合、従業員は当初開示したものと
同じ条件かつ本規範に合致する方法で、その
機会を自ら追求することができます。 
 
 
倫理上の疑問： 
小さなメーカーが回路の設計で支援を必要と
しています。副収入を得るために、コンサル
タントをしてもいいですか？ 
 

 
1 機密・専有情報には、知的財産（設計図、回路図、レ
シピ、技術仕様書、工程、発明など）が含まれます。  

回答： 
そのメーカーが、スカイワークス、その顧客
またはサプライヤのいずれかと競合しないと
きは、上司に報告し、まずスカイワークスが
その取引を辞退する機会を設けることで、支
援を提供できる可能性はあります。 
 
 
機密および専有情報 
 
スカイワークスの雇用契約は、スカイワーク
スの機密または 専有情報 1（またはその顧客･
事業提携者から受領したかかる情報）を第三
者に開示することを禁止しています。雇用契
約が課する義務に加えて、以下のガイドライ
ンに従わなければなりません。 
 
 スカイワークスの法務部門担当者が承

認した書面による合意に従ってのみ、
機密または専有情報を受領または開示
すること 

 
 所有者が書面で許可する場合を除き、

第三者の機密情報を利用または複写し
ないこと 

 
 依頼していない第三者の機密または専

有情報の受け取りは拒否すること、ま
た意図せずに受領したときは、適切に
対処できるようスカイワークスの法務
部門担当者に転送すること 

 
 以前の勤務先の機密または専有情報の

使用やスカイワークスへの持ち込みは



  

6 

 
 
 
 

しないこと、またはかかる情報をスカ
イワークスの他の従業員に提供しない
こと 
 

 
機密または専有情報について質問がある場合
や機密保持・守秘義務契約について支援が必
要な場合は、スカイワークスの法務部門に相
談してください。  
 
また、機密または専有情報について協議する
際は周囲に注意してください。公共の場所
や、その情報を知る必要がない他者（スカイ
ワークス従業員を含む）が居る場所で、スカ
イワークスの業務について話すことは慎むよ
うにしてください。 
 
 
倫理上の疑問： 
現在他社に勤務しているスカイワークスの元
従業員と共に昼食をとりました。彼女はかつ
て一緒に取り組んだプロジェクトについて尋
ねてきました。彼女とこの件について話して
も良かったのでしょうか？ 
 
回答： 
会社のプロジェクトは機密であり経営者およ
び/またはスカイワークスの法務部門担当者の
事前承認なしで社外の者と話すべきではあり
ません。意図せず彼女に最新情報を洩らすと
スカイワークスの今後のビジネスを害するこ
とがあります。 
 
すべての法律、規則、規制の遵守 
 
スカイワークスは、米国内外のあらゆる法
律、規則、規制に従う義務があり、違反する
と、スカイワークスに深刻なリスクをもたら

す可能性があります。法律の条文と精神の双
方を遵守することが、スカイワークスの倫理
基準の基礎となります。これには、以下の法
規が含まれますが、それらに限定されるわけ
ではありません。 

• 商業取引上の収賄、キックバッ
ク、および腐敗行為 

• 著作権、商標と営業機密、個人情報保
護 

• インサイダー取引 

• 違法政治献金 

• 反トラスト、談合、その他反競争的
行為 

• 海外の腐敗行為 

• 環境汚染 

• 文書の保存および破棄 

• 財務報告 

• 雇用差別またはハラスメント 

• 職業安全衛生 

• 企業資産の不正利用 
 
スカイワークスとその従業員に適用されるす
べての法律、規則、規制を、スカイワークス
の従業員は理解し、遵守することが求められ
ています。一連の行為が合法的で適切だと確
信できない場合は、直ちに上司またはスカイ
ワークスの法務部門担当者に相談しなければ
なりません。 
 
従業員の行為に適用される法規を十分に理解
し、常時意識してもらえるよう、スカイワー
クスでは、インサイダー取引と重要な未公開
情報の守秘、電子リソース・個人情報・デー
タの保護、出張、ソーシャルメディアと社外
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コミュニケーション、勤怠管理、明るい職場
環境、職場での暴力･薬物・アルコール・ハラ
スメント･差別の排除などについて別途詳細な
規定を定めています。従業員は、スカイワー
クスのイントラネットサイト Skylink に掲載
されているこれらの規範を確認し、遵守する
ことが求められています。 
 
完全、公正、正確、タイムリーかつ理解しや
すい情報開示 
 
スカイワークスでは、すべての業務記録と財
務報告が正確、完全、理解しやすいものであ
り、不十分な情報や虚偽の情報、誤解を招く
情報が一切混入しないよう、以下の事項を適
切に実践すべく策定された内部管理および手
順を実施しています。 
 
 米国で一般に公正妥当と認められた会

計原則に準拠した財務報告の信頼性 
 
 すべての適用法規の遵守 

 
スカイワークスから SEC（米国証券取引委員
会）への届出や提出書類は完全、公正、正
確、タイムリーかつ理解しやすいものでなけ
ればなりません。この提出書類と報告書に必
要な情報を提供する従業員は、その責任を真
摯に受け止め、これらの問い合わせに対して
迅速かつ誠実に回答しなければなりません。 
 
不適正な財務報告の徴候には、以下のような
ものがあります。 
 
 対象となる商取引の実績を反映してい

ないと見られる財務報告 

 
 経費の水増し、タイムカードや請求書

の不備といった不正確な会社の記録 
 
 正当な事業目的がないと思われる取引 

 
 スカイワークスの通常の審査と許可手

続を回避する要請 
 
 
倫理上の疑問： 
上司は、終業後に催された部署の飲み会（懇
親会）の費用はスカイワークスが負担すべき
だと考えており、スムーズに受理されるよう
商用でのディナーとして申請するよう私に命
じました。どうすべきでしょうか？ 
 
回答： 
直感的にこれは正しくないことだと思ったな
ら、良いことです。人事部もしくはスカイワ
ークスのコンプライアンス責任者に連絡し、
懸念を相談してください。 
 
 
実施体制 
 
本規範または法律に対する違反の可能性また
は疑いを認識した場合、以下の連絡先の一つ
以上に関連情報を報告する義務があります。 
この様な疑問や懸念は、以下の連絡先のいず
れか、またはすべてに申し出ることができま
す。また、その解決策に納得できない場合
は、上記の疑問や懸念をその他の連絡先の一
つ以上に報告することもできます。 
 
 上司または人事担当者 
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 スカイワークスの法務部門または社内
監査部門の担当者 

 

 スカイワークスのイントラネッ
トサイトSkylink 上にある「内部
告発」通報システムを介してス
カイワークスに通報（以下サイト
から直接アクセス可）
www.skyworksinc.com/whistle
blower） 
 

 本社コンプライアンス責任者 
現責任者：Robert Terry 
電話：+1-(949)231-3140 

 
 取締役会の監査委員会 

 
懸念は、口頭または書面にて、また
希望に応じて匿名で申し出ることが
できます。本規範または法律に対す
る違反が判明した場合、またはその
疑いがある場合、いかなる質問およ
び報告も、細心の配慮を払いながら、
慎重に取り扱われます。 

 
報復禁止規程 
 
スカイワークスは、本規範または適用される
法律、規則、規制に対する違反の疑いを報告
する者およびその捜査への協力者に対して報
復することはなく、報告者に対する報復を一
切容認しません。これは善意で行動上の懸念
を提起したり、解決に協力したりする者への
報復や不利な扱いをスカイワークスが禁止し
ていることを意味します。このような報復行
為を行った場合、解雇を含む懲戒処分の対象
となります。 
 

違反に対する罰則 
 
スカイワークスは、本規範の違反に対し迅速
に対応することを確約します。 本規範に違反
した場合、解雇を含む懲戒処分の対象となり
ます。 
 
以下は懲戒処分の対象となり得る行為の例で
す。 
 
 善意で懸念行為を報告したスカイワー

クス社内の者に対する報復 
 
 本規範または適用される法律、規則、

規制に違反する行為 
 
 他者に本規範または適用される法律、

規則、規制への違反を要請  
 
 本規範または適用される法律、規則、

規制に対する違反行為、または違反の
疑いを速やかに報告しなかった場合 

 
 本規範または適用される法律、規則、

規制に対する違反の可能性に伴う社内
調査への協力しなかった場合 

 
上記の例は本規範の違反行為を網羅したもの
ではなく、単に例示に過ぎません。スカイワ
ークスは独自の判断により、ケースバイケー
スで違反の疑いを審査検討します。 
 
規範の例外 
 
本規範の例外はケースバイケースで認められ
ますが、特別な状況下に限ります。 従業員に
対する例外措置は、スカイワークスの執行役

https://skyworksinc.sharepoint.com/sites/Legal/SitePages/Whistleblower.aspx
http://www.skyworksinc.com/whistleblower
http://www.skyworksinc.com/whistleblower
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員のみが決定できます。 スカイワークスの取
締役会の一員および執行役員に対する例外措
置は、スカイワークスの取締役会のみが決定
でき、速やかに公表されます。 



  

企業倫理行動規範の受領 
 
私は、Skyworks Solutions, Inc.の企業倫理行動規範の写しを受け取り、内容を読み理解し
ました。私は、本規範および適用される法律、規則、規制を遵守する義務があること、この
規範または適用される法律、規則、規制に対する違反の疑いがあればスカイワークスの適切
な担当者に報告する義務があることを理解しています。私は、スカイワークスが本規範また
は適用される法律、規則、規制への違反の疑いを誠実に報告した他の従業員に対する報復を
従業員が行うことを明確に禁止していることを理解しています。特定の行為や本規範、その
他の会社の方針やガイドライン、もしくは法律、規則、規制に関する質問がある場合に利用
可能なすべてのリソースを十分理解しています。 
 
 
 
氏名：
__________________________________________________________________________________ 
 
 
署名：
__________________________________________________________________________________ 
 
 
役職：
__________________________________________________________________________________ 
 
 
日付：
__________________________________________________________________________________ 
 
 
 
本受領書に署名、日付を記入し、スカイワークスのコンプライアンス責任者にご返送くださ
い。 
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